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下士幌小学校では、春～秋までかけ

て農園活動（自然体験学習）を行って

います。『学級農園』では、学級や個人

が育てたい作物を責任もって栽培し、

お世話もそれぞれ行っています。『全

体農園』は縦割り 4班編成で、高学年

が中心となって話し合いや作業など

を計画的に進めています。さらに、「畑

の先生」として PTAのお父さんや JA

木野の職員さんが本格的な指導を行

ってくださっています。また、苗はマ

ツダ樹生園様よりご提供頂きました。   

このような一連の学習を通して、子

供たちは作物の栽培方法を学ぶことに加え、思いやりや責任感、感謝の気持ち

など、社会性を育む大切な学習を行っています。 

学校は、学力だけを伸ばす場ではありません。未来にむかって力強く生きて

いく子供を育てるためには、学校と地域が一体となって連携・協働することが

求められています。下士幌小学校では、右記の運営協議会委員の方々に「地域

とともにある学校づくり」のご協力をいただいています。また、「畑の先生」

の活動は、地域連携コーディネーター（増田煌太さん父、鈴木芽衣さん・晴翔

さん父）が中心となって学校と地域を繋いでくれていま

す。これからも様々な教育活動を通して、「夢いっぱい・

笑顔いっぱい・命いっぱい」生きぬく下士幌小学校の子供

たちを着実に育てていきたいです。 

 

今年も相生町内会の皆様のご協力

のもと、学校花壇の花植えを行い

ました。１・２年生は、花の植え

方や手入れ方法など教えてもらっ

たことを実践しています。 

 

音更町のマルタン先生は、とても楽

しい英語の先生です。下士幌小学校

には、学期に１回程度 ALT が来て

います。今回は全学年がゲーム等を

通して英語に親しみました。 

 

５・６年生は、総合的な学習の時間

に地域のことを学習しています。川

下りでは、ネイチャーセンターの市

川さんを講師に、十勝川のことを五

感で学習する体験を行いました。 

  ・自ら学び考える子ども(知) 

  ・思いやりのある明るい子ども(情) 

  ・進んで取り組みやりぬく子ども(意) 

  ・健康で活力のある子ども(体) 

 

令和５年度  

下士幌小学校 運営協議会 

【敬称略】 

会長 白木 利明 

副会長 黒田 英明 

委員 斉藤 雅俊 杉本 浩章 

増田 寿幸 鈴木 章宏 

前多 裕之 竹本 良平 

菅野 みゆき 
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７ 月 の 予 定 

１ 土   16 日  

２ 日  17 月 海の日 管内 PTA 研究大会（陸別） 

３ 月 外国語専科（3～6年） 18 火  

４ 火 全校集会 食育青空教室 19 水  

５ 水  20 木 外国語専科（5・6年） 

６ 木 ６年生修学旅行１日目 21 金 １学期終業式  全校 13:30 下校 

７ 金 ６年生修学旅行２日目 22 土 夏季休業（～8/16） 

８ 土  23 日  

９ 日  24 月 夏休み自学サポート（午前） 

10 月 外国語専科（3～6 年）プール利用開始予定 25 火 夏休み自学サポート（午前） 

11 火 移動図書 読み聞かせ 着衣水泳 26 水  

12 水  27 木  

13 木 
帯広大谷高校インターンシップ① 外国語専科（5・6 年）

児童会 畑の先生② 
28 金  

14 金 帯広大谷高校インターンシップ② クラブ 29 土  

15 土  30 日  

 

第 27回 ライオンズ杯 

音更町少年野球夏季交歓大会 

準優勝 

緊急時の連絡方法について 

夜間や休日、学校閉庁日など、学校職員の不

在時間帯に、事故や不審者等の被害にあった

場合は、音更町役場へ連絡を入れて、内容をお

知らせくださるようお願いします。 

0155－42－2111 
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